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A Study on the Teaching Method of Rhythm Play 
and its Educational Effect 
―Through the Case Using Bamboo Dance―  















子どもの体力低下 リズム運動遊び  バンブーダンス  
 
1. はじめに  
近年、子どもの運動能力低下、体力低下が問題となっている。森 １） は、幼児の運動能力
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2. 目的  
今回の研究は、保育者の養成課程における学生の学習プログラムとして創作活動を伴うバ
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期間：平成 29 年 5 月 20 日～6 月 9 日  















校の教材としての研究が 2 件であった。舛田 ８） によると、鳥になりきっている姿やフィリ
ピンの人たちへの憧れや尊敬の気持ちをもって学習できた。児童同士の学び合いができた。
基本ステップに時間がかかり創作まで至らなかったという調査報告をしている。  
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授業概要：表 1 は、本論で検討される授業計画を示したものである。  
 
表 1 単元計画  
 
時  １  ２  ３  ４  ５  
場
所  


























バ ン ブ ー
ダ ン ス の
説明（ビデ
オ上映）と
授 業 概 要
の説明。  
学 習 者 グ
ル ー プ 分
け  
実技①  3 拍子で
ゆっくりのリズム
の練習。  
実技②  3 拍子で
の速いリズムの練
習。  
実技③  4 拍子の
練習。  




実技①  3 拍子で
ゆっくりのリズム
の練習。  
実技②  3 拍子で
の速いリズムの練
習。  
実技③  4 拍子の
練習。  
GW ② と 実 技 ④ 
振付のためのパー
ト選択と練習  
実技①  3 拍子で
ゆっくりのリズム
の練習。  
実技②  3 拍子で
の速いリズムの練
習。  
実技③  4 拍子の
練習。  
GW ③ と 実 技 ④ 
発表に向けての練
習  
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バンブーダンスの 3 拍子での基本の動きを練習した。初めに 3 拍子でのゆっくりとしたリ
ズム（約 ♩=120 ）での練習から速いリズム（約 ♩=180）での練習を行った。  
グループでの創作することを前提として 4 拍子の曲（約  ♩=158）での練習も行った。こ






表 3 はグループでの振付の場所や内容を記入するシートとして第 2 回目 3 回目の授業で主
に活用した。グループごとに記入した。  
 
表 2 学習シート           表 3 振付パートシート  
        
 
３）学生グループについて  
 T 短期大学はクラス制で授業が行われている。2 年生ということもあり、グループ分けに
ついては、学生主体で 10 名前後を 1 グループとして各クラス 4 グループで活動を行った。  
 
４）教材の素材と種類について  
 ○A バンブーダンスに用いる竹は、長さ約 3m～4m を使用した。また土台として竹を半分
に切ったものを下に敷いて行った。4 組分使用可能。  
 ○B ポリエチレン製のスポンジ長さ約 120cm も使用した。40 組分使用可能。  
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 ○A 竹を使う場合は、同時に 3 人から 4 人ぐらいまでの練習が可能であるが ○B は短いため





 バンブーダンスについての基本の動きとして、教材の ○A ○B それぞれ任意の棒を床に間を





 その後、持ち手をつけて 3 拍子での遅い曲から速い曲へテンポアップしていった。  
 4 拍子についても掛け声のみで足運びを確認したあとで、持ち手の動きを付けての練習の
のち、曲をかけて練習した。  




6. 結果と考察  
 １）学習シートの記述における 3 拍子と 4 拍子のリズムについての自己評価では「できる・
できない」の２択にて記述をした結果は表４のようになった。  
 
表４ 学習シートの結果①  
実技 第 1 回目 （n=85）  できる  できない  未記入   
３拍子の遅い曲（♩=120）  83 名（97.6％）  1 名（1.2%）  1 名（1.2%）   
 ３拍子の速い曲（♩=180）  62 名（72.9％）  23 名（27％）  0 名（0％）  
 ４拍子の曲（♩=158）  82 名（96.5％）  3 名（3.5％）  0 名（0％） 
 
3 拍子の曲については、速い曲と遅い曲の 2 曲を練習したが 3 拍子の速い曲は「できない
と」記述している学生が 27％と目立つ結果となった。特にこのことについては仮説を立て
たり予想をしたりしていなかったが、約 4 分の 1 の学生ができないと答えている。  
また 4 拍子の曲については 96％の学生が「できた」と答えていることから、4 拍子の曲の
ほうが導入としては向いている可能性があり今後の授業研究の課題として考える必要があ
る。さらに創作において、ダンスする曲を各グループで選曲したが 3 拍子の曲を選ぶグルー
プはなかった。このことからも 4 拍子の曲はなじみやすくリズムにのり易いと思われる。  
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第 2 回目以降の結果については、3 拍子の速い曲について「できない」と答えた学生は 3
名で、うち 2 名は 3 回目も「できない」と記述している。ただし 4 拍子の曲については 3
名とも「できた」と記述していた。  
さらに、3 拍子と 4 拍子のステップの違いは、竹の外に足を踏み出した時である。3 拍子
は、1 回で切り返しを行い体重移動をしなければならないのに対して、4 拍子はその場で片
足ジャンプを 2 回することによりすぐに切り返しを行わなくてもよいため、持久力の点にお
いても 4 拍子の曲のほうが行いやすいと思われる。  
子どもの運動能力を考えたとき、さまざまな動きを取り入れることが望ましいが、バンブ
ーダンスのステップにおいては 3 拍子と 4 拍子の両方を行うことが動きの単調化を防ぐため
にも良いと考えられる。  
 





















事例① グループⅠの記述（抜粋）  
グループⅠ メンバー12 名  
学生 A 本番つまずいてしまい 悔しかった 。でもチームワークは最高だったと思う、ほ
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た。棒を上手に使えたらよかった けど楽しかった 。  
学生 C 練習の時でできたことを間違えて 悔しかった 。案を出したり協力したりして楽
しくできてよかった。  






整したり、協力することの楽しさを感じました 。  
学生 F 練習の最後はうまくいったけどみんなの前になると少しグダグダになってしまっ





















事例② グループⅡの記述（抜粋）  
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グループⅡメンバー11 名  
学生 G 放課後みんなで集まって練習しました。そのため本番では 笑顔で楽しくかつしっ
かりできてうれしかったです 。・・・・これを機会に仲良くなれました。  
学生 H 放課後にみんなで集まり発表のために練習しました。・・・ やってる時に自然に
笑顔になれた しメンバーのみんなとも仲良くなれてよかったです。みんなで力を
合わせる 大変さと楽しさを味わうことができました 。  
学生 I （授業）以外の時間にも練習して、今日発表を成功させて良かった。  
学生 J みんなで集まって練習して自分たちの オリジナルバンブーができたのがうれし
かった 。ほかのグループの作品も自分では思いつかなかった動きがあり楽しんで
みることができました。  
学生 K 自然と笑顔がこぼれて楽しかったです 。・・・リズムに合わせてダンスする楽し














事例③ そのほかの記述について  
 
学生 L  
 
ステージ前の練習が 1 回どのグループもできたらやりやすかった。（3 拍子の






事例④ そのほかの記述について  
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学生 M  
 
バンブーダンスの振付はやっぱり難しかったですが、自分がリズム感覚をとれ
ることがわかりました 。  
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